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Sustainable tourism is a unique insight into the 
disappearing life on this planet.　I looked into relationships 
between one endangered species, a flower named Jinryo Yuri 
（Lilium japonicum var. abeanum （Honda） Kitamura） and 
its impact in consider building sustainable tourism involving 
preservation of the lily.　During the blooming period of 
Jinryo Yuri, 105 visitors in a preservation area participated in 
an awareness survey.　In this survey, it become clear that 
Jinro Yuri is a respected natural tourists attraction which 
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花々を観光資源とみなして観光を目的としたFlower Hospitality and Nature 
Tourismの意義が生じ事業が成立する（Tensie, 1991）。
今回、観光化を目的とした自然観光資源として徳島県に自生するジンリョウ























ユリの開花期は毎年 5 月下旬から 6 月上旬である。そこで今年は開花の最も盛




業、交通手段、移動時間、居住場所の 6 項目について問い、そして以下のQ 1
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（56.2%）。 2 番目に多い世代は70歳代の30人（28.6%）続いて50歳代が 6 人
（5.7％）、40歳代が 5 人（4.7％）そして、30歳代が 5 人（4.7%）であった（図 3 ）。
3-4．職業
どのような仕事を持つ人々が来訪したのかを調査した。 結果は主婦40人
（38%）、会社員 9 人（8.6%）、公務員 3 人（2.9%）、学生 0 人（ 0 %）、技術者
1 人（ 1 %）、研究者 4 人（3.8%）、農業関係者13人（12.4%）、退職者27人
（25.7%）、その他 8 人（7.6%）である（図 4 ）。
図 2 　保護地への来訪者の男女比率と人数（市内外別）.
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護地までの所要時間は、図 5 － 1 示すとおりである。 1 時間以内は全体の17人
（16%）、 1 時間〜 2 時間以内は全体の41人（39%）、 2 時間以内〜 3 時間以内
は27人（26%）、 4 時間以上は13人（12%）、無回答が 7 人（ 7 %）。交通手段
においては98人（93%）の来訪者が自家用車を使用しており 5 人（ 5 %）の来
訪者はツアー車で訪問していた。無回答は 2 人（ 2 %）（図 5 － 2 ）。






図 5 － 2 　来訪者の保護地までの移動手段.
102




人（ 8 %）、「今後花を目的に旅行してみたいと思った」来訪者は 7 人（ 7 %）、
「今後する予定がないが旅先に花があれば良いと思う」と答えたのは 2 人








2 回目の来訪者は18人（17.1％）、 3 回目〜 5 回目の来訪者数は12人（11.4％）、
5 回目から10回目の来訪者数は 6 人（5.7％）、11回以上は 1 人であり、半数以
上が初めての来訪であった事がわかった（図 8 ）。






図 8 　保護地への来訪回数（質問 3 の回答）.
（人）
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（23.4%）、掲示板は 0 人（ 0 %）、インターネットで知ったのは 6 人（5.7%）、
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る。保護地と自宅との距離について、図 5 － 1 において 2 時間以内の来訪者が













う標高約750mの山麓にある。来訪するには平均して車で 1 時間半から 2 時間

















ウユリがこの土地にしかない事を知っていますか」（質問 2 ）（図 7 ）、「何回目
の来訪ですか」（質問 3 ）（図 8 ）から、ジンリョウユリは大多数の来訪者に興
味を抱かせる花である事がわかる。ジンリョウユリと人間の間で何かしらの関
係が出来上がっている事実の証拠を探す一歩のために「あなたは花を目的に旅
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性　　別： 1 ）男　　 2 ）女
居住場所：（　　　　　　　　　　）
年　　齢： 1 ）19歳以下　　 2 ）20歳代　　 3 ）30歳代　　 4 ）40歳代　　 5 ）50歳代
　　　　　 6 ）60歳代　　 7 ）70歳以上
職　　業： 1 ）主婦　　 2 ）会社員　　 3 ）公務員　　 4 ）学生　　 5 ）技術者
　　　　　 6 ）研究者　　 7 ）農業　　 8 ）退職者（前職： ）
交通手段： 1 ）自家用車　　 2 ）ツアー車　　 3 ）公共交通機関　　 4 ）その他（ ）
移動時間： 1 ） 1 時間以内　　 2 ） 2 時間以内　　 3 ） 3 時間以内　　 4 ）車 4 時間以上
Q 1 　あなたは花を目的に旅行した事がありますか？




　 1 ）知っていた　　 2 ）最近知った　　 3 ）今知った　　 4 ）知らなかった
Q 3 　何回目の来訪ですか？
　 1 ）はじめて来た　  2 ） 2 回目　  3 ） 3 〜 5 回目　  4 ） 6 〜10回目　  5 ）11回以上
Q 4 　この場所（保護地）は何処で知りましたか？
　 1 ）雑誌　　 2 ）新聞　　 3 ）知り合いから聞いた　　 4 ）掲示板







　 1 ）500円まで　　 2 ）500円から1,000円まで　　 3 ）1,000円以上　　 4 ）評価できない
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